
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
と
、
会
場
の
人

た
ち
は
納
得
す
る
と
同
時
に
、
途
上
国

の
厳
し
い
現
実
に
気
づ
か
さ
れ
た
様
子
。

研
修
で
は
、
学
校
訪
問
で
日
本
と
の
制

度
の
違
い
を
実
感
。
協
力
隊
員
に
よ
る

学
力
向
上
の
取
り
組
み
で
は
、
パ
ラ
グ

ア
イ
の
よ
さ
を
生
か
し
な
が
ら
日
本
式

の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
心

し
た
と
い
う
。

「
日
本
人
と
い
う
だ
け
で
信
頼
し
て
く

れ
る
」
と
い
う
協
力
隊
員
の
言
葉
の
背

景
に
は
、
多
く
の
日
系
人
や
日
本
人
に

よ
る
パ
ラ
グ
ア
イ
で
の
誠
実
な
協
力
が

あ
る
こ
と
も
知
っ
た
。「
日
本
と
の
違

い
や
共
通
点
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
。
こ
の
経
験
を
も
と
に
、
日

本
の
子
ど
も
た
ち
を
世
界
と
つ
な
ぎ
た

い
」
と
研
修
参
加
者
は
締
め
く
く
っ
た
。

授
業
で
の

多
様
な
実
践
を
発
表

　
次
は
、
指
導
者
研
修
参
加
者
も
含
め

た
39
人
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
た
実

践
授
業
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
指
導
者

研
修
で
は
、
開
発
教
育
や
国
際
理
解
教

育
を
実
践
す
る
た
め
の
課
題
設
定
の
方

法
、
子
ど
も
た
ち
に
興
味
を
持
た
せ
る

た
め
の
参
加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
、

授
業
作
り
の
練
習
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

そ
の
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
学
校
の
授

業
な
ど
で
実
践
し
、
再
度
そ
の
結
果
を

持
ち
寄
っ
て
成
果
や
課
題
を
共
有
す
る
。

　
食
品
ロ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ご
み
、
貧

困
、
働
き
方
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
授
業
実
践
が
紹
介
さ

　
開
発
教
育
の
中
核
と
な
る
指
導
者
の

育
成
と
指
導
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
J
I
C
A
中
部
の

開
発
教
育
指
導
者
研
修
（
以
下
、
指
導

者
研
修
）。
対
象
は
教
員
や
教
育
委
員

会
・
自
治
体
・
N
P
O
・
N
G
O
な
ど

の
職
員
、
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
経
験

者
な
ど
で
、
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
参
加
型
学
習
）
を
通
し
て
実
践
の
手

法
を
学
ぶ
。
教
師
海
外
研
修
（
以
下
、

海
外
研
修
）
は
途
上
国
で
の
約
2
週
間

の
研
修
で
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
た
帰

国
後
の
授
業
の
実
施
お
よ
び
成
果
の
報

告
ま
で
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
研
修
に
は
毎
年
多
く
の
教
育
関
係
者
が

参
加
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
共
有
す
る

報
告
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
2
月
16
日
、

な
ご
や
地
球
ひ
ろ
ば
で
行
わ
れ
た
「
開
発

教
育
・
国
際
理
解
教
育
実
践
報
告
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
2
0
」
を
紹
介
す
る
。

パ
ラ
グ
ア
イ
で
の

体
験
を
報
告

　
教
員
や
学
生
、
研
修
経
験
者
な
ど
を

中
心
に
約
1
8
0
人
が
参
加
し
た
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
19
年
夏
に
研
修
を

通
じ
中
南
米
の
国
パ
ラ
グ
ア
イ
を
訪
れ

た
10
人
の
発
表
か
ら
始
ま
っ
た
。「
パ

ラ
グ
ア
イ
っ
て
ど
ん
な
国
」
と
い
う
ク

イ
ズ
で
、
小
学
生
が
学
校
を
欠
席
す
る

理
由
に
天
候
が
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

る
と
、
会
場
か
ら
は
驚
く
声
が
上
が
っ

た
。
し
か
し
、
雨
が
降
る
と
道
路
が
冠

水
し
て
し
ま
い
、
安
全
に
通
学
で
き
な

開発教育・国際理解教育実践報告フォーラム2020
JICAは教員などを対象に開発教育・国際理解教育の研修を行っている。

研修での学びや授業実践の報告会が名古屋で開催された。

世界につながる教室⑨

2019年度教師海外研修、
開発教育指導者研修受講
愛知県立熱田高等学校 英語
横井美月（よこい・みつき）さん

2017年度教師海外研修、
開発教育指導者研修受講
2018年度開発教育指導者研修受講
愛知県弥富市立弥富北中学校 理科
濱田蒼太（はまだ・そうた）さん

同学年の先生方に
協力してもらいました

フォーラムの冒頭では、海外研修参加者がパラグアイの学校や暮らしを紹介。

左 ： スポーツをテーマにしたワークショップでは、「オリンピックにSDGsを掲げなかったら」をテーマにし、想定さ
れることをみんなで書き出した。右 ： 理想的な食の風景を絵に表し、発表し合った。

教師海外研修後に行った授業について説明する横井さん
（左ページ参照）。

上 ： パラグアイで小学校
を訪問。
左 ： 学年の全クラスを集
めてパラグアイについて
紹介する授業を行った。

右：多 様な参
加者とのつな
がりも財産に。
下 ： SDGsにつ
いて学ぶ授業。

研修の成果をみんなでシェア

れ
た
。
海
外
研
修
参
加
者
も
パ
ラ
グ
ア

イ
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
授
業
を
紹
介
。

開
発
教
育
や
国
際
理
解
教
育
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
テ
ー
マ
が
広
い
こ
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
方
が
あ
る
こ
と
に
刺

激
を
受
け
た
参
加
者
も
多
か
っ
た
。

　
最
後
は
、
四
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ

て
指
導
者
研
修
で
考
案
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
し
た
。
環
境
、
人
権
、

食
料
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
み
ん
な

が
考
え
、
共
有
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
過
程
で
は
、
し
だ
い
に
熱
が

入
っ
て
い
っ
た
。

　
協
働
N
P
O
と
し
て
両
研
修
に
長
年

関
わ
っ
て
き
た
N
I
E
D
・
国
際
理
解

教
育
セ
ン
タ
ー
代
表
の
伊
沢
令
子
さ
ん

は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
意
義
に
つ
い
て
こ

う
語
る
。「
参
加
者
は
研
修
受
講
者
の

取
り
組
み
に
刺
激
を
受
け
、
子
ど
も
た

ち
が
地
域
や
世
界
に
視
野
を
広
げ
、
気

づ
き
を
行
動
へ
つ
な
げ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参

加
者
同
士
を
つ
な
ぎ
、
開
発
教
育
や
国

際
理
解
教
育
、
S
D
G
s
の
実
践
を

広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
J
I
C
A
中
部
の
2
0
2
0
年
度
海

外
研
修
の
視
察
先
は
、
ア
フ
リ
カ
・
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
。
そ
れ
を
聞
い
た
会
場
か

ら
は
歓
声
が
上
が
っ
た
。
今
年
も
ま
た

意
欲
あ
る
教
員
が
途
上
国
の
姿
か
ら
多

く
を
学
び
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

学びを生かして授業を
　先輩教師から教師海外研修を紹介さ
れ、パラグアイを訪れました。パラグアイの
人たちは「テレレ（冷水でいれるマテ茶）」
を通した家族団欒をとても大切にしていて、
豊さとは何かを考えるきっかけとなりました。
　帰国後は、同僚の教師の協力を得て、日
本と世界の相互依存の関係に気づき、国
際問題を自分ごととしてとらえられるよう「日
本と世界のつながり」についての授業を1
年生全クラスで実施しました。私が授業案
を作成して、教師間でしっかりと打ち合わせ
をしたうえで、各担任が実際の授業を行い
ました。世界とつながることのよい面と悪い
面を表す相関図を描くワー
クは、教員からも「むずか
しいね」という声が出まし
たが、「いろいろなことを知
ることがおもしろかった」と
いう感想もありました。今
後にもつなげていきたいと
思います。

授業で活用できる手法を習得
　先輩教師に教わりながら国
際理解教育に取り組むうちに、

「現地に行かなければわからな
いことがある」と教師海外研修
に参加。また指導者研修では、
パラグアイでの経験を授業に生
かすため参加型の指導法をは
じめ、授業のデザインや進め方
を学びました。
　今は総合的な学習の時間で
国際理解教育を行うほか、SDGs
を軸にデザインした教科授業を

行っています。担当教科は理科
なので、プラスチックを学習する
単元で、海洋プラスチックごみ
問題に結びつける授業を行い
ました。開発教育や国際理解
教育には必ずしも正しい答えが
あるとはかぎりませんが、自ら考
え、判断することが大切。それ
は理科の授業にも生きていると
感じています。授業を通して、答
えは自分の中にあることに気づ
いてほしいです。

研修経験者の声

成果を解説

教師海外研修報告

実践体験ワークショップ

国内各地での
教師海外研修情報はこちら
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